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論文の内容の要旨
　本論文は，フルーエンシ情報理論という非正則函数クラスを対象とした函数近似理論に基づくマルチメデイア
情報の統一的記述方法と睨マッチング法の一般化である確率的弛緩整合法を従来のマルチメディアデータベース
システムヘ導入することにより，次世代のマルチメディアデータベースシステムの在り方につギて具体的な2つ
の実システム構築により提案している。
　その1つは，牛枝肉の肉質の等級判定を支援する牛脂肪交雑等級判定支援システムの評価のための牛脂肪交雑
基準画像データベースシステムの構築である。これは，ネットワーク上に分散されたフルーエンシ形式で保存さ
れている牛脂肪交雑基準画像情報から2次のフルーエンシ標本化函数を用いて牛脂肪交雑基準画像を再現すると
いうものであり，高精細・スケーラブル・高圧縮であるという点に特徴がある。他の1つは，特許庁に登録され
ている約700種の商標について類似検索を行う商標類似検索システムの構築である。これは，直線（O次のフルー
エンシ標本化函数），円弧（・。次のフルーエンシ標本化函数）および2次のフルーエンシ標本化函数の3種類の函
数の組み合わせにより表現された登録商標に対して，確率的弛緩整合法を用いて類似する商標を抽出するという
ものである。特に，類似検索を行う過程においては，商標の輪郭を構成するセグメントが上記3種類の函数で表
現されていることと各セグメントに対してラベル付けの可能性が確率的に与えられることにより，登録商標の局
所的な陵味性を取り除きつつ，全体としてのつじつま合わせが可能となっている。
審査の結果の要旨
　マルチメデイア情報のデータ量の爆発的増大もさることながら，音声，静止画，動画等の様々なモーダリティ
ごとに定義される独自のデータ形式の濫立も，これからのマルチメディアデータシステムの構築において無視す
ることができない間題となっている。本研究は，その問題に対して1つの解決策を与えるものであり，フルーエ
ンシ情報理論をべ一スに牛脂肪交雑基準画像データベースシステムならびに商標類似検索システムといった具体
的なシステムにまで仕上げたことは，情報工学上貢献するところが大きいと判断される。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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